
Product Introduction

ネットワークマスタ

ギガビットイーサネットテスタ
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ネットワークマスタ ギガビットイーサネットテスタは、小型, 軽量で、使い勝手の良
さを追求した、10/100/1000Mイーサネットネットワークの構築, 性能測定, トラ
ブルシュートまでをカバーするハンディタイプの測定器です。作業者のトレーニン
グ時間や測定時間の削減に貢献します。

概要
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モジュラータイプ

• 現場でモジュールを入れ替え可能

片手で持ち運び 可能

• 手の平サイズ 190 x 96 x 48 mm

• 約800g

高耐久性

• 密閉型デザイン –空気穴, ファンなし

• コネクタカバー付き

4.3インチカラー液晶

• 室内/外対応

電池駆動

• 2時間連続駆動(typical), 4時間充電

MT9090Aメインフレーム概要
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MU909060A1/2/3概要

⚫ 本測定器の測定対象
◆ 10/100/1000Mイーサネットネットワーク
◆ 10/100/1000Mイーサネットネットワークを構成する機器

⚫ 本測定器の主な用途
◆ 導通確認
◆ SLA確認
◆ 機器の添付
◆ 機器の設置時性能確認
◆ 保守
◆ モニタリング
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主な特長 (1/2)

⚫ テストオートメータ機能
◆ スタートボタン1発で、測定シナリオを設定, 保存でき、そのシナリオをすべて
自動実行、結果を自動保存できるので、作業者にスキルは不要です。

⚫ 2ポート搭載
◆ 2ポートを搭載し、同時動作可能です。開通時では複数ポートの同時試験時

間を短縮でき、保守時にはインラインモニタリングや双方向モニタリングで障
害解析に威力を発揮します。

⚫ フロー別拡張統計情報 (オプション)

◆ 最大63チャネルのフロー情報を表示できます。エラーを起こしているチャネル
, 帯域を占有しているチャネル, 特定アドレスへの攻撃等、通信障害を特定す
ることが可能です。

⚫ 上り/下りのパフォーマンス測定を個別, 同時に測定 (Y.1564テストオプション, RFC2544オプション)

◆ 2台のネットワークマスタを遠端に配置して測定を実行することで、上り/下り
のパフォーマンスを個別, 同時に測定できます。双方向の測定結果を、どちら
か1台で確認することも可能です。
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主な特長 (2/2)

⚫ ITU-T Y.1564テスト (オプション)

◆ ITU-T Y.1564は、イーサネット開通試験の効率化のために規定されたテスト

規格です。複数サービスを同時にテストできるため、現在普及している
RFC2544テストに比べて、テスト時間の削減が可能です。

⚫ 豊富な物理層試験
◆ 光ネットワークの75%を占める光ファイバ端面汚れによるトラブルを、ファイバ
スコープ(オプション)でチェックできます。画像をMT9090Aに映せます。

◆ 入力光パワーをチェックできます(MU909060A1/A3 + 光SFP)。
◆ 電気ケーブルの切断, 接続不良をテストできます(MU909060A1/A2)。
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• あらかじめ設定した測定シナリオに沿って複数の測定を自動実行します。

• 必要なすべての測定を一操作で実行できるため、
作業者にスキルは不要です。

• 測定結果はすべて自動保存できます。

テストオートメータ機能
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多ポート同時開通

• 1台のネットワークマスタの2つのポートは同時動作できるので、機器設置時
確認等の多ポートの同時開通時、テスト時間を半減できます。

2ポート搭載

イーサネット試験モード

2ポート同時テスト
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装置の測定

• 1台のネットワークマスタの2つのポートで、装置(スイッチ, ルーター等)の入
口のポートと出口のポートで挟み込んで測定が可能です。

• 1ポートしか持っていない測定器では、折り返し測定でしか装置を試験でき
ません。このため、片方向ずつの遅延時間、耐バースト性能測定ができま
せん。

• 装置の正確な能力を測定するためには、2ポートを使用した試験が推奨さ
れます。

2ポート搭載

イーサネット試験モード スイッチ, ルーター等
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回線のモニタ

• 回線のモニタ方法には、測定器で終端して測定する方法と、測定器をインラ
インに挟み込んで測定する方法があります。

• ネットワークマスタは両方の測定方法に対応しています。

• 1ポートしか搭載していない測定器では、インラインでのモニタができません。
そのため、ミラーポートを設定する余裕のない装置では、モニタができませ
ん。

• ネットワークマスタは、標準で2ポートを搭載しているので、インラインモニタ
が可能です。

2ポート搭載

イーサネット試験モード(終端測定)

2ポート同時使用による双方向モニタリング

スイッチ, ルーター等スイッチ, ルーター等

パススルーモード
インラインでのモニタ

スイッチ, ルーター等スイッチ, ルーター等

ミラーポート ミラーポート
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ネットワーク障害の原因を特定

• エラーフレーム, 帯域占有ユーザ, ネットワーク攻撃等を特定します。

• 最大3種類のパラメータをキーにして、最大63種類のフローを表示でき
ます

• キー: MAC/IPアドレス, VLANタグ, TCP/UDPポート等

• 選択したフローのフレーム数, エラーフレーム数, フレームサイズ等を表
示します。

フロー別拡張統計情報 (オプション)
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• 2台のネットワークマスタを対向で設置し、片方のネットワークマスタから他方
のネットワークマスタを遠隔制御して、上り/下り別のスループットを測定します。

• 上り/下りに別々の帯域制限がかけられている非対称ネットワークの性能評価
で威力を発揮します。

• リフレクタを使用した測定系(前スライド参照)では、たとえば、上り10M, 下り
50Mのように制限されている場合、10Mでしか測定できず、50Mでの性能評
価ができません。

上り/下りのパフォーマンス測定個別, 同時測定 (オプション) 

イーサネット
ネットワーク

プライマリ側 セカンダリ側

遠隔制御でセカンダリ側に送受信開始を
指示、さらにセカンダリ側のフレーム送受

信情報を自動取得
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• ITU-T Y.1564テストは、イーサネット開通試験の効率化のために規定された
テスト規格です。複数サービス, 複数テストを同時にテストできるため、現在普
及しているRFC2544テストに比べて、テスト時間の削減が可能です。

• RFC2544テストは、元々、ネットワーク機器の性能限界をテストするための規
格です。そのため、1つのサービス, 1種類のテストしか同時実行せず、テスト
時間がかかっていました。

ITU-T Y.1564テスト (オプション)

比較ポイント ITU-T Y.1564 RFC 2544

目的 回線開通 装置のパフォーマンス検証

同時実行サービス数 複数サービスの同時実行 1サービス

テスト時間 早い

複数サービス/テストを同時実行

遅い

1サービス, 1テストの順次実行

テスト結果 サービス品質保証契約要件の合否 回線の性能限界
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ITU-T Y.1564テストは、2種類のテストから構成されます。

• サービスコンフィギュレーションテスト
回線がSLA (Service Level Agreement: サービス品質保証契約)に対して正しく設定
されていることを検証します。以下の結果が回線設定値を満足することを確認します。
IR (Information Rate: 情報レート),  FL (Frame Loss: フレームロス), 
FTD (Frame Transfer Delay: 遅延),  FDV (Frame Delay Variation: ジッタ)

• サービスパフォーマンステスト
CIR(Committed Information Rate: 保証情報レート)で複数サービスを同時に伝送し
たときの、各サービスの上記結果と、アベイラビリティ, シーケンスエラーを測定しま
す。

ITU-T Y.1564テスト (オプション)

RFC2544

テストイメージ

Y.1564

テストイメージ

サービスコンフィギュレーションテスト サービスパパフォーマンステスト

 時間
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第三世代携帯電話(3G)の仕様作成を行う団体、3GPPは、QoS(Quality of 
Service: 保証される回線品質)として、下記9種類のサービスを定義しています。
ネットワークマスタは、これらのサービスをすべてに加え、伝送機器間の保守用
サービスを加えて、最大32種類のサービスを同時にテストすることが可能です。

ITU-T Y.1564テスト (オプション)

QCI
Resource

Type
Priority

Packet

Delay

Budget

Packet

Error Loss

Rate

Example Services

1

GBR

2 100 ms 10-2 Conversational Voice

4 150 ms 10-3 Conversational Video (Live Streaming)
2

3 50 ms 10-3 Real Time Gaming3

4 5 300 ms 10-6 Non-Conversational Video (Buffered Streaming)

5

Non-GBR

1 100 ms 10-6 IMS Signalling

6 6 300 ms 10-6

Video (Buffered Streaming)

TCP-based (e.g.,www, e-mail, chat, ftp, p2p file 

sharing, progressive video, etc.)

7 7 100 ms 10-3

Voice,

Video (Live Streaming)

Interactive Gaming

8 8

300 ms 10-6

Video (Buffered Streaming)

TCP-based (e.g.,www, e-mail, chat, ftp, p2p file 

sharing, progressive video, etc.)9 9

3GPP TS 23.203  Standardized QoS Class Identifier (QCI) characteristics
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• ネットワークマスタのY.1564テストオプションには、Y.1564各パラメータを簡単
に設定できる、PC上で動作するアプリケーションが添付されています。

• PC単体で設定ファイルを作成または、ネットワークマスタから読み込んだファイ
ルを編集できます。

• 設定ファイルは、USB経由またはイーサネットで接続してWebブラウザ経由で
転送できます。

ITU-T Y.1564テスト (オプション)

MX909060A MU909060Aセットアップアプリケーション
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豊富な物理層試験

MU909060A2

RJ45 x 2
MU909060A3

SFP x 2

物理測定 MU909060A1 MU909060A2 MU909060A3

STP/UTPケーブ
ル測定

ポートAで可能 ポートA/Bで
可能

光パワーモニタ ポートBに
光SFP実装時

ポートA/Bに
光SFP実装時

ファイバ端面試
験

VIP接続で可能 VIP接続で可能 VIP接続で可能

MU909060A1

RJ45 x 1, SFP x 1
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ネットワーク障害原因の大半を占める物理層障害の切り分けに威力を発揮します。

• 光ファイバ端面試験 (VIP)
   (MU909060A1/A2/A3)

• 光パワーの著しい低下を発見
(SFPの光パワー情報表示)
(MU909060A1/A3 + 光SFP)

豊富な物理層試験
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• 電気ケーブルのトラブルを解析します。
(MU909060A1/A2)

• ショートしている芯線の特定

• 断線している芯線の特定

• 測定器⇔トラブル発生点までの
距離測定 (精度+/-1m)

ケーブル長測定にも有効

豊富な物理層試験

遠端未接続時の結果

遠端接続時の結果
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折り返し測定

• 2台のネットワークマスタを対向で設置し、片方をイーサネット試験モード, 他
方をリフレクトモードに設定して測定します。

• リフレクタ専用機を用いた試験系では、リフレクタ側からの測定を行うことが
できませんが、ネットワークマスタでは、モードを切り替えることでどちら側か
らでも試験が可能です。

リフレクタ機能

イーサネット
ネットワーク

イーサネット試験モード リフレクトモード

リフレクトモード イーサネット試験モード
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• VoIP, IPTV等、リアルタイム性を要求するアプリケーションのパフォーマンス測
定を行います。

• テストフレームの間が、設定したサービス断時間判定値を超えた場合にサービ
ス断と判定し、その回数, 最大/最小/平均時間を表示します。

サービス断時間測定

Tgap < TSDTT

Tgap < TSDTT 

Tgap ≥ TSDTT

Tgap < TSDTT

Tgap ≥ TSDTT

Tgap ≥ TSDT

サービス断時間

Tgap ≥ TSDTT

Tgap: テストフレーム間ギャップ時間
TSDTT: サービス断時間判定値

テストフレーム
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• 送信数(フレーム, 秒, 連続), フレームサイズ, ギャップ等を自由に変更して試
験可能です。

• フレームサイズはランダム, ステップ増, ランプ状データの送信機能に対応。

• フレームサイズは46バイトから10000バイトの間で任意に設定できます。

• 最大8種類のトラフィックを個別に生成し、トラフィック別のフレームロス測定が
可能なため、1台でQoS検証が可能です。

• ネットワークに音声や映像を流すことが一般的になった現在のネット
ワークでは、QoSを使用した優先制御が多く用いられています。この評
価には、優先されるフレームと優先されないフレームを混在して送信す
る機能と、それらのフレームを区別して受信する機能が必要です。

• 最大10000バイトのジャンボフレームに対応しています。

送受信フレーム設定
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• 送信数(フレーム, 秒, 連続), フレームサイズ, インターバル等を自由に変更し
て試験可能です。

• 最大10000バイトのジャンボフレームに対応しています。

• IPv6に対応しています。

• IP Don’t Fragment Bitを有効にして試験可能なため、MTU測定に最適です。

• MTUとは、パケットが分割されずに転送される最大のパケットサイズで
す。ネットワークの途中でパケットが分割されると、ヘッダ部分が余計に
必要になるだけでなく、装置の負荷も高まるため、ネットワークの利用
効率が低下します。このためMTUの測定は非常に重要です。MTUを測
定するために、IPヘッダ内のDon’t Fragment BitをオンにしてPing試験
を行うことが一般的です。

Ping測定
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対応試験項目

• スループット

• フレームロス

• 遅延

• ジッタ

• 耐バースト性能

測定系

• シングルエンドテスト
• ネットワーク折り返しでの1ポート試験

• スイッチルーターテスト
• 2ポートで装置を挟み込んでの試験

• エンドツーエンドテスト (上り/下り別のパフォーマンス測定)

• 対向に設置されたネットワークマスタを遠隔制御を使用した連動動作をさせるこ
とにより、片方向ずつのスループット評価が可能です。

RFC2544準拠の自動測定 (オプション)
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• RFC2544定義の64,128,256,512,1024,1280,1518バイトでの試験の他、
最大10000バイトのジャンボフレームでの測定が可能です。

• レイヤ4までのヘッダ情報は自由に変更可能なため、以下のようなフィールドを
変更しての試験が可能です。

• VLANタグの付加およびVLAN ID/TOSフィールドの変更

• QoSフィールドの変更

• UDPポート番号の変更

• IP Don’t Fragment Bitを有効

RFC2544準拠の自動測定 (オプション)
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物理層接続や、伝送機器内部の伝送確認用の測定です。

• 測定パターン

• IP ヘッダまたはUDP/TCPヘッダ付きフレームパターン

• フレームなしパターン

• 測定項目

• パターンエラー

• シーケンスエラー

• シーケンス同期ロス

• フレームロス

• フレームロス時間

• 測定パターンに任意エラーまたはアラーム挿入可能

BER 測定
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ネットワークマスタの状態を表示します。

• 接続状態を容易に確認
• ポート毎接続状態

• オートネゴシエーション

• 使用中IPアドレス

• 光モジュール:

• 送信/受信レベル

• 波長

• 接続可能距離

• 対応イーサネット規格

• ベンダ名

ステータス表示
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測定結果レポート作成 (PDF形式)

ロゴは自由に変更可能

測定時の特記事項をコメントで残すことが可能

測定日時を自動挿入
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測定結果レポート作成 (PDF形式)
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測定結果レポート作成 (CSV形式)

宛先

ARP使用 Yes

DNS使用 No

宛先IPｱﾄﾞﾚｽ 0.0.0.2

RFC2544 ﾚｲﾃﾝｼ 1 - 結果

Port A TX

繰り返し回数

ｽﾃｯﾌﾟ ﾌﾚｰﾑ設定 合計ﾌﾚｰﾑ数回線状況 [Mbps]ﾌﾚｰﾑﾚｰﾄ[fps]

1:01 64 4.464285 M 1000 1.488095 M

1:02 64 4.017857 M 900 1.339285 M

1:03 64 3.571428 M 800 1.190476 M

1:04 64 3.125000 M 700 1.041666 M

1:05 64 2.678571 M 600 892.857 k

1:06 64 2.232142 M 500 744.047 k

1:07 64 1.785714 M 400 595.238 k

1:08 64 1.339285 M 300 446.428 k

1:09 64 892.857 k 200 297.619 k

1:10 64 446.428 k 100 148.809 k

Port A RX

繰り返し回数

ｽﾃｯﾌﾟ 合計ﾌﾚｰﾑ数 ｽﾙｰﾌﾟｯﾄ 回線状況 ｼﾞｯﾀ[μs] / ﾚｲﾃﾝｼ[μs]

[Mbps] [%] 最小 最大 平均値

1:01 14.880952 M 857.1433 100 0.0 / 1.8 0.0 / 1.8 0.0 / 1.8
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• 機器設定の保存と読み出し

• 測定結果の読み出し

• 画面のキャプチャ

• 保存箇所の指定

• 機器内部または外部USB

• USB TYPE Bコネクタで
PCと直接接続可能

• ファイル操作
• コピー

• 消去

• ファイル名変更

• フォルダ作成

機器内部データ保存
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• 現場作業者を中央オペレーションセンタから支援できます。

• 長期間のネットワークモニタリングが可能です。

• イーサネットで外部PCからMT9090Aにアクセスして操作

• PCへのソフトウェアインストール不要

• WebブラウザでMT9090AのIPアドレスを指定

• アクセス保護用パスワード設定可能

• ファイルのアップロード, ダウンロード

リモートGUI (オプション)

J1480A 

USB-Ethernet 

Converter

Ethernet
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測定器インタフェース

• 10/100/1000 Mbps 電気, 100/1000 Mbps 光

• FDX / HDX (全二重, 半二重 10/100 Mbps電気) 

動作モード

• Ethernet – イーサネットテスタ

• Reflector – アドレス反転ループバック機能

• Pass Through mode – ライブトラフィック解析

カプセル化

• EtherType II (DIX v.2), IEEE 802.3 with 802.2(LLC1), IEEE 802.3 with SNAP

VLAN タグ 3段, MPLSラベル 3段 (オプション)

Ethernet (MAC) アドレス, 送信元/宛先IPアドレス (IPv4, IPv6), UDP/TCP 
ポート番号DSCP/TOS バイト等設定可能

詳細
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ステータス

• 最新の測定結果

測定

• Electrical cable test (電気ケーブル測定)

• Ping

• Traceroute

• RFC2544 (オプション)

• ITU-T Y.1564 (オプション)

• BERT - framed and unframed

     (誤り率測定 フレーム, フレームなし)
• Generate/Monitor (ストリーム発生, モニタ)

• スループット, エラーフレーム

• サービス断時間測定

• フロー別拡張統計情報

• マルチストリーム 8種 (オプション) 

詳細
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Ping試験設定画面 Ping試験結果画面

画面イメージ
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画面イメージ

スループット試験 設定画面(フレーム長) スループット試験 設定画面(レート)

スループット試験結果画面



37ANRITSU CORPORATION

画面イメージ

レイテンシ試験設定画面 レイテンシ試験結果画面

測定結果ログ画面 測定結果サマリ画面
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光回線やキャリアイーサネット, モバイルバックホールの建設, 保守をサポートす
る小型軽量ポケッタブルテスタです。700g ~ 800gの小型ボディに4.3インチの
視認性のよい液晶画面を備え、どこでも簡単にテストが可能です。毎日持ち歩い
て、急なトラブルにも迅速に対応できます。

ネットワークマスタシリーズ ラインナップ

GigE
10/100/1000 Mb イーサネットテスタ

μOTDR
ファイバメンテナンスモジュール
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モバイルバックホール

ネットワークマスタシリーズ ラインナップ

T1/E1 

TDM(SDH/SONET)

2G 

3G

4G

RRH

R
R
H T1/E1 

BackboneMobile Backhaul

Central Office

T1/E1

SDH/

SONET

T1/E1 
BSC

RNC

Cell Sites

Node B

RF 

R
R
H

RF 

over

Fiber

Base 

Station

MT9090A

GigE

イーサネット試験

MT9090A

DCFL

短距離OTDR
MT9090A

OCA

CWDMパワー試験

キャリアクラス
イーサネット

Ethernet

MT9090A 

μ-OTDR

OTDR
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MT9090A ネットワークマスタの画面でファイバスコープを使用できます。

コネクタ形状に合わせて7種類のチップが標準添付されています。

VIP(400倍ファイバスコープ)(G0306C)

+ ⇒

• 2.5mm ユニバーサル PC ファイバ対応
• 2.5mm ユニバーサル APC ファイバ対応
• 1.25mm ユニバーサル PCコネクタ ファイバ対応
• FC/PC アダプタ, パッチパネル対応
• SC/PC アダプタ, パッチパネル対応
• SC/APC アダプタ, パッチパネル対応
• LC/PC, MU/PC アダプタ, パッチパネル対応
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Appendix
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MU909060Ax-006 フロー別拡張統計情報オプション
(Channel Stats) 操作例
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• イーサネットネットワークの保守向け機能です。

• 従来はデータキャプチャ + 解析で行っていた、

◆トップトーカ (帯域占有ユーザ)

◆ネットワーク攻撃

◆エラーフレーム

• 等をすばやく特定し、通信障害を迅速に切り分けます。

• MT9090A + MU909060A ネットワークマスタGigEの小さな筐体に収め
ることにより、作業者が常に携帯して、障害発生時に、すぐに切り分け作業
を開始できます。

フロー別拡張統計情報 機能概要
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• 最大3種類までのフロー振り分けキーを合わせて(and)設定できます。

• 帯域占有(トップトーカ)順または受信順にフローを表示できます。

設定画面
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• フロー振り分けキー 一覧

設定画面 フロー振り分けキー

振り分けキー

宛先MAC アドレス

送信元MAC アドレス

宛先IPv4 アドレス

送信元IPv4 アドレス

IPv4 QoS ビットおよびプロトコル

IPv4 QoS ビット

IPv4 プロトコル

宛先TCP/UDP ポート

送信元TCP/UDP ポート

VLAN1 - TPID+VID+プライオリティ

VLAN1 - VID+プライオリティ

VLAN1 - VID

VLAN1 - プライオリティ

振り分けキー

VLAN2 - TPID+VID+プライオリティ

VLAN2 - VID+プライオリティ

VLAN2 - VID

VLAN2 - プライオリティ

VLAN3 - TPID+VID+プライオリティ

VLAN3 - VID+プライオリティ

VLAN3 - VID

VLAN3 - プライオリティ

MPLS1 ラベル + CoS ビット

MPLS1 ラベル

MPLS1 CoS ビット

MPLS2 ラベル + CoS ビット

MPLS2 ラベル

MPLS2 CoS ビット

MPLS3 ラベル + CoS ビット

MPLS3 ラベル

MPLS3 CoS ビット

IPv6 QoS ビットおよびネクストヘッダ
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• 最大63種類のフローを表示できます。

• ポートA, ポートBのテスト結果を切り替え表示できます。

• 毎秒、または累積結果を表示できます。

結果画面
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• フローごとの詳細情報を表示できます。

◆フロー振り分けキー

◆フレーム/ビット数

◆エラー数

◆フレームサイズ分布

結果詳細画面
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• MU909060Aにはフィルタ機能があり、テスト対象フローをあらかじめ選択
できます。

フィルタ機能
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フィルタ一覧

テスト用フィルタ設定項目一覧

MACアドレス  (送信元, 宛先)

VLAN TPID, PRI, CFI, VID

MPLSラベル, B1/2/3, BoS, TTL

IPv4アドレス  (送信元, 宛先)

IPv6アドレス  (送信元, 宛先)
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• 最も帯域を占めているユーザ(トップトーカ)を特定します。

• 最大、63ユーザまで表示可能です。

操作例 (トップトーカ検知)

トップトーカ
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• フロー別拡張統計情報をONにします。

• キー1に、送信元IPアドレスを設定します。

• トップトーカモードを設定します。

• テストを開始します。

操作例 (トップトーカ検知)
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• 占有帯域の大きい順に、フローが表示されます。

• 送信元IPアドレス0.0.1.1からのフローが、最も帯域を占めて いる、トップトー
カです。

• グレーのフレームは、63種類から溢れたフローの表示です。

操作例 (トップトーカ検知)
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• 特定の宛先に集中しているフローを探すことで、ネットワーク攻撃対象を特定
できます。

操作例 (ネットワーク攻撃検知)

宛先
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• フロー別拡張統計情報をONにします。

• キー1に、宛先IPアドレスを設定します。

• トップトーカーモードを設定します。

操作例 (ネットワーク攻撃検知)
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• テストを実行すると、3種類のIPアドレスを宛先にしたフローが存在することが
わかります。

• 宛先IPアドレス0.0.0.1へのフローが、最も帯域を占めています。

操作例 (ネットワーク攻撃検知)
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• キー2に、送信元IPアドレスを追加設定します。

• テストを開始します。

操作例 (ネットワーク攻撃検知)
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• 「次の列へ」で、追加情報を表示できます。

• 宛先IPアドレス0.0.0.1へは、送信元IPアドレス0.0.0.1 ~ 6からのフローで
あることがわかります。

• 送信元IPアドレスが多い場合、ネットワーク攻撃が疑われます。

操作例 (ネットワーク攻撃検知)
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• 結果詳細画面でエラーを確認することが可能です。

操作例 (エラーフレーム検知)

Good
Good

Good

Good

Good

Good

Good

Good
Good

Good

Good

Good

Error

Good

Good

Good

Good
GoodError

エラーフレーム

C
a

p
a

c
it

y
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操作例 (エラーフレーム検知)
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